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１. プレプリント納付書の送付対象者の見直しについて
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藤沢税務署からのお知らせ

●国税のプレプリント納付書の送付は、これまで、国税庁の使命である「納税者の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」 
　観点から実施してきました。
●国税庁においては、納税者が税務署や金融機関の窓口に行かなくても国税の納付ができるように、金融機関や関係省庁、関係民間
　団体と協力してキャッシュレス納付の推進に取り組んでいます。
●キャッシュレス納付、特に、デジタル（ｅ-Tax）を活用した非対面の納付の更なる推進に取り組むことで、納税者は、申告から納
　付の手続きをより簡単・便利に行うことが可能となり、納付書が不要となります。
●令和４年 12 月 1 日からは、新たなキャッシュレス納付の手段として、スマホアプリ納付を導入したほか、令和 5 年度税制改正に
　おいては、ダイレクト納付の利便性の向上について措置されたところであり、更なる納税者の利便性の向上が期待できます。
●行政コストを含む社会全体のコストの縮減と効率化を図るとともに、これらの諸般の事情も踏まえ、今般、プレプリント納付書の
　送付対象者を見直すこととし、令和 6年 5月送付分（法人の令和 6年 4月決算分）から実施したいと考えておりますので、皆様の
　ご理解とご協力をお願いいたします。

9

藤沢法人会は
e-Taxを推進しています！
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